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○真岡市水道使用水量認定要綱 

平成28年３月１日 

水管規程第１号 

（趣旨） 

第１条 この基準は、真岡市水道事業給水条例（平成９年12月24日条例第25号）第23条の

規定に基づく使用水量の認定方法について、必要な事項を定めるものとする。 

（認定の範囲） 

第２条 使用水量の認定範囲は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) メーターが感度不良、不進行、破損等のために計量不能になったとき。 

(2) メーターが土砂、水、その他障害物のため検針することができなかったとき。 

(3) 検針期間中のほか、使用者が恒常的に不在のため検針することができなかったとき。 

(4) 地下漏水、その他発見の極めて困難な漏水があったとき。 

(5) 前各号のほか、特に市長が必要と認めた場合 

（認定対象） 

第３条 前条第４号の認定対象期間は、原則２か月を限度とする。 

２ 前条第４号の対象水量は、漏水発見時の属する検針水量（以下「実績使用水量」という。）

とする。ただし、検針後に漏水修繕をした場合等、やむを得ない事由により、次の検針日

分にまたがる場合は、当検針日から修理完了日までの漏水量を対象とすることができる。 

３ 前項の規定は、検針などにより漏水が確認され、又は、点検時に漏水を指摘されたにも

かかわらず、正当な理由がなく修理その他の措置を怠った場合は除く。 

（漏水における申請） 

第４条 第２条第４号の水量認定を受けようとする者は、真岡市指定給水装置工事店へ当該

漏水の修繕工事を依頼し、必要事項を記載した水道使用水量認定申請書（別紙様式）を提

出しなければならない。 

２ 前項の申請は、修繕工事完了後１か月以内に行うものとする。 

（認定の方法） 

第５条 使用水量の認定は、次の各号のいずれか少ない水量とする。 

(1) 前３期の平均使用水量 

(2) 前年同期の使用水量 

２ 前項に掲げる使用実績のない場合は、次に掲げる方法によるものとする。 

(1) 前期の使用水量 
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(2) 最低７日間以上の使用実績に基づく１日平均水量に、認定期間の日数を乗じた水量 

３ 前２項の方法により算出した水量が、基本水量に満たない場合は、基本水量をもって使

用水量とすることができる。 

（漏水による使用水量の認定） 

第６条 第２条第４号に掲げる漏水における使用水量は、前条の規定により算出された使用

水量（以下「認定使用水量」という。）に漏水量（実績使用水量から前条の規定により算

出された認定使用水量を控除した水量）の50パーセントを加算した水量又は認定使用水

量の３倍のいずれか少ない水量とする。ただし、漏水対象の実績使用水量が前条で算出さ

れた認定使用水量の２倍以下である場合は認定の対象とせず、全水量とする。 

（認定の対象外） 

第７条 次に掲げる各号のいずれかに該当する場合は、認定の対象としない。 

(1) 使用者又は所有者（以下「使用者等」という。）が給水装置の善良なる管理を怠っ

た場合 

(2) 使用者等が漏水の事実を知りながら修繕工事を怠った場合 

(3) 無届工事による給水装置部分に係る漏水の場合 

(4) 蛇口、水洗トイレ等漏水の事実が容易に確認できる場合 

(5) 給湯設備、クーリングタワー、附属給水器具等の設備の故障による漏水があった場

合 

(6) ボールタップ等の水位調整器具の故障による漏水があった場合 

(7) 漏水による認定を２回し、老朽管の布設替えが確認されない場合 

(8) 凍結防止のため流し放しをした場合 

(9) 前各号に掲げるもののほか、原因があきらかに使用者等の責任と認められる場合 

（端数処理） 

第８条 本基準により算出する水量に１立方メートル未満の端数があるときは、これを切り

捨てるものとする。 

（調整） 

第９条 超過認定、その他により認定水量の修正を必要とする場合は、次期以降の計量にお

いて調整することができる。 

附 則 

この要綱は、平成28年４月１日から施行する。 

改正文（水管規定第２号抄） 
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令和４年１月１日から施行する。 
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別紙様式 

 


